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課題解決に向けた
ワーキンググループを発足！

　課題解決に向けて、平成28年6月に自治体や観光関連団
体、大手観光事業者等に参画いただき、「観光振興ワーキング
グループ（ＷＧ）」を発足させました。
　同ＷＧでは、将来にわたり安定した観光客を確保していく
ため「若者の旅行離れ」を課題として認識するとともに、メン
バーに加えた若手職員や地元大学生の視点をもとに、検討を
進めました。過去5年間の推移を見ると県外観光客が伸び悩ん

でおり、全体としても減少傾向にあります。

　このたび企画した観光商品は、岩美町の豊かな自然や食材のほか、農業や漁業など
地域での生活を観光資源として活用し、ターゲットや提供地域を限定した仕組みであり
ますが、同様の仕組みは鳥取県内各地域での観光振興に活用できると考えています。
　今後は、本業である金融支援を通じて観光振興に必要となるインフラ整備などもご
提案するとともに、引き続き観光振興をもとにした地域活性化に関与してまいります。

ふるさと振興本部　地方創生グループ　副調査役　須田 耕平

～ 地銀とメガバンク連携による協業プロジェクト ～
観光振興を通じた地域活性化支援

対策

出所	：	鳥取県「平成28年観光客入込動態調査結果」

課題 鳥取県の観光客推移
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　当行では、中期経営計画「考動と開革Ⅱ 27-29」の中で、「地方創生への積極的な関与」を基本方針に掲げ、行内
体制を整備するとともに、地域内での連携を強化し、地域経済の活性化や成長に向けた様々な取組みを展開・支援
しています。
　平成28年には、株式会社三菱東京UFJ銀行と「地方創生に関する包括連携協定」を締結し、地域の課題として

「観光振興」「空き家対策」「CCRC」「ジビエ活用」を選定し、解決に向けた取組みを進めております。その中から「観
光振興」の取組みをご紹介いたします。

～ 自然を体感しながら、食材を自ら調達し調理 ～
　鳥取県の東部に位置する岩美町が持つ自然や食材を活かし、ゆるいサバイバル体験をコンセ
プトにした期間限定商品。
　交通、宿泊、飲食、体験全ての旅程を地元事業者と連携し、実施期間中には、地域一体となった
観光振興策として新聞やテレビなど多くのメディアに取り上げられました。　
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若者発のアイデア 第１弾
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背景写真	：	鳥取県岩美郡岩美町
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